
四

ば
ら
積
貨
物
船

Dw
が
二
万
ト
ン
以
上

二
酸
化
炭
素
放
出
抑
制
指
標
の

値
が9

6
1•
7
9
D
w
－
0•
4
7
7

以
下
で
あ

る
こ
と
。

Dw
が
二
万
ト
ン
未
満

二
酸
化
炭
素
放
出
抑
制
指
標
の

値
は
、
限
定
し
な
い
。

五

コ
ン
テ
ナ
船

Dw
が
一
万
五
千
ト
ン
以
上

二
酸
化
炭
素
放
出
抑
制
指
標
の

値
が1

7
4•
2
2
D
w
－
0•
2
0
1

以
下
で
あ

る
こ
と
。

Dw
が
一
万
五
千
ト
ン
未
満

二
酸
化
炭
素
放
出
抑
制
指
標
の

値
は
、
限
定
し
な
い
。

六

冷
凍
運
搬
船

Dw
が
五
千
ト
ン
以
上

二
酸
化
炭
素
放
出
抑
制
指
標
の

値
が2

2
7•
0
1
D
w
－
0•
2
4
4

以
下
で
あ

る
こ
と
。

Dw
が
五
千
ト
ン
未
満

二
酸
化
炭
素
放
出
抑
制
指
標
の

値
は
、
限
定
し
な
い
。

七

一
般
貨
物
船

Dw
が
一
万
五
千
ト
ン
以
上

二
酸
化
炭
素
放
出
抑
制
指
標
の

値
が1

0
7•
4
8
D
w
－
0•
2
1
6

以
下
で
あ

る
こ
と
。

Dw
が
一
万
五
千
ト
ン
未
満

二
酸
化
炭
素
放
出
抑
制
指
標
の

値
は
、
限
定
し
な
い
。

八

前
各
号
に
掲
げ
る
船
舶
以
外
の

指
標
確
認
対
象
船
舶

二
酸
化
炭
素
放
出
抑
制
指
標
の

値
は
、
限
定
し
な
い
。

備
考

Dw
は
、
載
貨
重
量
ト
ン
数

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

平成™›年˜™月™Ÿ日 金曜日 (号外第™Ÿ™号)官 報

第
一
号
１
中

「（
3）
十
和
田
観
光
電
鉄
株
式
会
社

同
」
を

「（
3）
削
除

削
除

」
に

改
め
る
。

第
一
号
３
中

「（
9）
Ｊ
Ａ
1
2
7Ｄ

新
潟
県
知
事
」
を

「（
9）
Ｊ
Ａ
8
0Ｃ
Ｔ

新
潟
県
知
事
」
に

改
め
る
。

第
二
号
１
中

「（
6
1）
住
信
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
（
阪
急
電
鉄
株
式
会
社
、
東
京
急
行

電
鉄
株
式
会
社
、
近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社
及
び
京
成
電
鉄
株
式
会
社
が
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。）」
を

「（
6
1）
三
井
住
友
ト
ラ
ス
ト
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
株
式
会
社（
阪
急
電
鉄
株
式
会
社
、東
京
急
行

電
鉄
株
式
会
社
、近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社
及
び
京
成
電
鉄
株
式
会
社
が
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。）
」 に
、

「（
6
7）
興
銀
リ
ー
ス
株
式
会
社
（
東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
及
び
京
成
電
鉄
株
式
会
社
が
使
用
す
る
も
の
に

限
る
。）

」
を

「（
6
7）

（
6
8）

興
銀
リ
ー
ス
株
式
会
社
（
東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
及
び
京
成
電
鉄
株
式
会
社
が
使
用
す
る
も
の
に

限
る
。）

一
般
財
団
法
人
東
武
博
物
館
（
東
武
鉄
道
株
式
会
社
が
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。）

」
に

改
め
る
。

第
二
号
２
中

「（
4）
Ｊ
Ａ
0
0
2Ｄ

」
を

「（
4）
削
除

」に
、

「（
5）
Ｊ
Ａ
0
0
3Ｄ

」
を

「（
5）
削
除

」に
、

〇
国
土
交
通
省

環

境

省
令
第
四
号

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二
百
一
号
）
別
表
第
一
の
六

第
一
号
イ
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
舶
か
ら
の
有
害
液
体
物
質
の
排
出
に
係
る
事
前
処
理
の
方
法
等
に
関
す
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

環
境
大
臣

石
原

伸
晃

船
舶
か
ら
の
有
害
液
体
物
質
の
排
出
に
係
る
事
前
処
理
の
方
法
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

船
舶
か
ら
の
有
害
液
体
物
質
の
排
出
に
係
る
事
前
処
理
の
方
法
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
六
十
二
年
総
理
府

運
輸
省
令
第
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
海
洋
汚
染
防
止
設
備
等
、
海
洋
汚
染
防
止
緊
急
措
置
手
引
書
等
、
大
気
汚
染
防
止
検
査
対
象
設

備
及
び
揮
発
性
物
質
放
出
防
止
措
置
手
引
書
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
」
を
「
海
洋
汚
染
等
及
び
海

上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
船
舶
の
設
備
等
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
」
に
改

め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
環
境
省
令
第
三
十
七
号

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二
百
一
号
）
別
表
第
一
の
七

第
一
号
ハ
の
規
定
に
基
づ
き
、
有
害
液
体
物
質
の
排
出
率
等
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

環
境
大
臣

石
原

伸
晃

有
害
液
体
物
質
の
排
出
率
等
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

有
害
液
体
物
質
の
排
出
率
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
六
十
二
年
総
理
府
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

一
条
中
「
海
洋
汚
染
防
止
設
備
等
、
海
洋
汚
染
防
止
緊
急
措
置
手
引
書
等
、
大
気
汚
染
防
止
検
査
対
象
設
備
及
び

揮
発
性
物
質
放
出
防
止
措
置
手
引
書
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
」
を
「
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害

の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
船
舶
の
設
備
等
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
八
十
二
号

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
三
百
八
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

二
十
四
年
総
務
省
告
示
第
八
号
（
地
方
税
法
第
三
百
八
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
償
却
資
産
の
う
ち
船
舶
以
外
を
指
定

す
る
等
の
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
五
年
度
分
の
固
定
資
産
税
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

™�
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